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令和５年度 建築大工の担い手確保・育成支援等事業 （全国建設労働組合総連合） 【育成】

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

○受講生が継続的に訓練に参加しやすいように、分かりや
すい目標を節目節目に設定することが必要。

○規矩術等の技能について、講師からは「現場で使う機会も
少なくなったが、大工の基本的な技能としてできる限り学
んでほしい」という声の一方、受講者からはフロア張りや
ボード張りなど「普段の現場で役に立つようなことも学びた
い」という声がある。受講者の希望にも応えつつ将来的に
必要な内容を組み込むなど、丁寧なカリキュラム構成が引
き続き必要。

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域
茨城県、東京都、神奈川県、愛知県、島根県、広島
県、徳島県（長期訓練全7地域） ※短期訓練14地域

研修期間
長期：令和５年６月 ６日～令和５年１２月１７日（約７ヵ月）
短期：令和５年５月１０日～令和５年１１月２９日（約７ヵ月）

受講者数 実数
育成：長期４２名（男性３８名、女性４名）

短期４７名（男性４６名、女性１名）

受講者
属性

種別
大工：長期４２名（見習いを含む）
大工：短期４７名（見習いを含む）

年齢構成
２０歳未満： ６名 ３０歳代 ：１９名
２０-２４ 歳：４１名 ４０歳代以上：８名
２５-２９ 歳：１５名

座学・
実技研修
（長期のみ）

座学 ３７回（茨城：６回、東京：１回、神奈川３回、愛知

３回、島根６回、広島１８回）

実技 ８４回（茨城：１４回、東京：８回、神奈川６回、愛

知９回、島根１８回、広島１８回、徳島１１回）

計 １２１回（茨城：２０回、東京：９回、神奈川９回、

愛知１２回、島根２４回、広島３６回、徳島１１回）

○長期訓練では、 技能者の処遇改善に向けてCCUSの技能
者情報登録を促進するとともに、 ３年継続を基本として建
築大工技能者能力評価基準においてレベル２以上の判定
を受けられることを目標にしてカリキュラムを設定した。

○経験年数の浅い受講生が多く、座学では「社会人基礎講
習」「労働安全衛生管理」など現場で従事する上で最も基
本的なことから学び、実技では「道具の使用法と手入れ」
から始め、「仕口、継手の加工・組立」を繰り返し行い、正
確に早くできるよう取り組んだ。

○ ３年継続研修の初年度のため、87.6％の研修(座学+実技)
がLv1、 12.4％の研修がLv2 と基本を中心に指導。

○左に記載の集合訓練を主体に、補完的役割として分散訓
練(OJT)を33名を対象に1,155時間実施。

○長期受講が困難な若年大工技能者を対象に、短期訓練を
実施。短期訓練は「現寸図作成」「部材組立加工」に絞っ
た研修。14地域47人が受講。114回519.5ｈ実施。

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】

○３年継続が基本のカリキュラムで、今年度は初年度であるため
目標としていたレベル２以上に到達した受講者はいない。

○補佐的な位置づけで建築大工技能者職業能力評価基準を
ベースにした簡易版評価シートで、講師評価受講前3.23→受講
後4.60、事業者評価受講前3.39→受講後4.83、とともに一定の
成果が見られ、3年間での到達に向けて順調に進んでいる。

○受講者アンケートで理解度も高く、技術・技能に関する自己評
価が85.7％。講師アンケートでも「向上した」が77.8％と高い水準。
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長期・集中訓練
2023年10月22日 茨城県連（日立）
Lv1(実技) 方形屋根施工実習

長期・集中訓練
2023年11月7日 全建愛知
Lv1(実技) 会議室の腰板施工研修

長期・集中訓練
2023年11月4日 フレッセ
Lv1(実技) 捻子組の墨付
け及び刻み加工

長期・集中訓練
2023年11月12日 神奈川県連
Lv2(座学) 宅内電気工事施工の
考え方、給排水設備・蛇口取付

短期訓練

2023年8月20日 石川県連
若年大工技能向上講習(現寸図作成及び部
材組み立て加工)

長期・分散訓練
2023年7月3日 島根建連
機械を使用した材料の加工指導及び安全確認指導

令和５年度 建築大工の担い手確保・育成支援等事業 （全国建設労働組合総連合） 【育成】
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長期・集合訓練 茨城県
二方転び踏み台

短期講習課題見本①
柱建て小屋組

長期・集合訓練 愛知県
規矩術

長期・集合訓練 広島県
屋根筋交い課題 ヒヨドリ栓隅木

短期講習課題見本②
柱建て六角堂小屋組

長期・集合訓練 神奈川県
四方転び踏み台

令和５年度 建築大工の担い手確保・育成支援等事業 （全国建設労働組合総連合） 【育成】
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令和５年度 建築大工の担い手確保・育成支援等事業 （全国建設労働組合総連合） 【確保】

22--11．．全全体体概概要要【【確確保保】】

○【キャリア教育】建築部のような大工にもともと興味のある
生徒に指導するのは大変意義のあることだが、他校の建
築科や普通科の生徒に指導する機会はなかった。希望者
を募るなどの工夫が必要である。

○ 【履歴蓄積】入退場の際に電話を忘れ、一部の就業履歴
が蓄積されなかった。CCUS能力評価には、就業履歴の蓄
積は欠かせないが、その重要性の認知が不足している。
研修を実施するなど、技能者個人にも履歴蓄積の重要性
を周知する必要がある。

22--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【確確保保】】

22--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【確確保保】】

実施地域
【キャリア教育】広島県
【就業履歴蓄積モデル事業】千葉県、東京都、神奈
川県、岐阜県、愛知県、京都府、広島県、福岡県

事業期間 令和５年５月１日～令和６年１月２６日（約９ヵ月）

受講者数
（キャリア教育
のみ）

実数 確保：５名（男性３名、女性２名）

受講者
属性
（キャリア教
育のみ）

種別
大工関係者：０名
その他（建築科工業高校生）： ５名

年齢構成 ２０歳未満：５名

座学・
実技研修
（キャリア教
育のみ）

座学 ０回

実技 １回（広島会場：１回）

計 １回

【キャリア教育】
○広島県立「宮島工業高校」建築部1～3年生5人を対象に、職

業体験として木製屋根筋交い作品の木造りと鉋がけを指導。
○原寸図作成における留意点やコツを解説。くせ削り実演後、

生徒も体験。
○鉋の刃を研ぐ前と研いだ後でどれだけ切れ味が変わるのか

実演・体験後、研ぎ方の説明、カンナ台の調整方法を指導。
【履歴蓄積】
○住宅建築現場における就業履歴蓄積モデル事業を実施。

CCUSを活用した現場入退場管理や就業履歴蓄積の方法を
普及させ、工務店による労務管理を支援して大工技能者の
労働環境向上を図ることが目的。

○事業者登録を行っている当団体加盟組合等がCCUS事業者
IDを取得し「地域一括」で現場登録を行い、技能者による電
話発信または顔認証で入退場を記録、就業履歴を蓄積した。

○ 8地域80人で2154出面。

22--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【確確保保】】

○【キャリア教育】教育機関(工業高校)へのアンケートでは「将来
大工になりたいという生徒に良い刺激になった」との回答で、
「機会があれば来年度も実施したい」と前向きな意見。受講者
(生徒)へのアンケートでも、「今後も建築大工の職業体験をした
い」と非常に高い評価。

○【履歴蓄積】就業履歴蓄積に必要な現場登録が大きな手間とな
る小規模零細事業者や一人親方から、「簡単」「やりやすい」と
の声。出退勤管理が適切に行えていなかった事業者にとって
は「簡易で有効」との声も。
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確保 広島県 11/29宮島工業高校・建築部
職業体験として木製屋根筋交い作品の木造りと鉋がけ

確保 住宅建築現場における
就業履歴蓄積モデル事業

令和５年度 建築大工の担い手確保・育成支援等事業 （全国建設労働組合総連合） 【確保】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

地域工務店の大工育成
（プレカット型・手刻み型）

令和６年３月５日

（一社）JBN・全国工務店協会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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実施地域

青森県、秋田県、山形県、埼玉県、富山県（震災のため、

一部中止）、石川県、山梨県、大阪府、兵庫県、徳島県、
香川県、愛媛県、福岡県、熊本県、宮崎県、鹿児島
県

研修期間 令和５年６月２４日～令和６年１月２４日（約７ヵ月）

受講者数 実数 育成：１１４名（男性１０６名、女性８名）

受講者
属性

種別 大工：１１４名

年齢構
成

２０歳未満： ８名 ３０歳代：２０名
２０-２４ 歳：４４名 ４０歳代：１５名
２５-２９ 歳：２７名

座学・
実技研修

座学

３５回（青森県：４回、秋田県：２回、山形県：２回、富

山県：１回、石川県：１回、山梨県：５回、大阪府：６回、
兵庫県：２回、徳島県：３回、香川県：１回、愛媛県：２
回、福岡県：４回、熊本県：１回、宮崎県：１回）

実技

１４４回（青森県：４回、秋田県：１０回、山形県：１０

回、埼玉県：９回、富山県：１３回、石川県：５回、山梨
県：７回、大阪府：６回、兵庫県：９回、徳島県：９回、香
川県：１３回、愛媛県：１０回、福岡県：６回、熊本県：９
回、宮崎県：１４回、鹿児島県：１０回）

計 １７９回

○研修の回数が多くなるにつれ、通常の業務に支障が出るよ
うになり、受講者の欠席が増える。欠席しないような研修に
したり、受講しやすい環境の整備が必要である。

   富山県は、能登半島地震の影響で、一部中止せざるを得な
かった。

○リフォーム需要の増加に伴い、新築住宅だけではなく、リ
フォームにも対応できるカリキュラムを作成する必要がある。

〇CCUS２未満の大工を対象とした研修を実施。

〇【座学】両コースともに実施。
  社会人の基礎、労働安全衛生法、木造軸組住宅概論を
学んだ。

〇【プレカット加工を前提とした研修】
主に、道具の基礎知識、足場の組立、建て方、外部施工、 
内部施工、設備機器の取付、道具工具類の取扱い、階段
施工等についての技能を学び、解体までを行った。

〇【手刻みを前提としたコース】
手刻み加工を軸とし、差し金の使用方法や規矩術の基
本を学び、原寸図の作成及び墨付け・加工までの一連の
工程を１人で行えるようになった。

令和５年度 地域工務店の大工育成（プレカット型・手刻み型）
（（一社）JBN・全国工務店協会）  【育成】

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

〇育成の環境について、地域間の格差はあるが、全員のＣＣＵ
Ｓレベル２の到達は十分見込め、技能を向上させようという意
欲も高い。

〇手刻み型は、展開図、墨付け、刻みの基礎を理解することが
   でき、受講者の技能向上につながった。プレカット型では、階
段施工等を行ったことにより、実際の現場でミスなく訓練通り
に施工を行うことができた。

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

8



（サンプル写真を参考に、写真を貼り付ける）

令和５年度 地域工務店の大工育成（プレカット型・手刻み型）
（（一社）JBN・全国工務店協会）  【育成】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

大工志塾

令和６年３月５日

（一財）住宅産業研修財団

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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1-4．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域 東京都、新潟県、長野県、愛知県、大阪府、福岡県

研修期間 令和５年４月１９日～令和６年３月６日（約１１ヵ月）

受講者数 実数
育成：８５名（男性７８名、女性７名）
３期生１８名、４期生２５名、５期生２０名、
６期生２２名

受講者
属性

種別 大工：８５名（見習いを含む）

年齢
構成

２０歳未満：１１名 ３０歳代：１１名
２０-２４ 歳：４９名 ４０歳代： １名
２５-２９ 歳：１３名

座学・
実技研修

座学 ３８６回（東京都： ７３回、新潟県： ２１回、長野県： ７３

回、愛知県： ７３回、大阪府： ７３回、福岡県： ７３回）

実技

全 体： ８回
３期生： １回 （修了制作（石場建て足固め工法 板倉造住宅））

４期生： ５回 （技能向上研修(技能検定課題演習)）
５期生： １回 （あずまや）
６期生： １回 （薪棚）

計 ３９４回

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】

令和５年度 大工志塾 （（一財）住宅産業研修財団） 【育成】

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

１）各地域の研修
道具の手入れ・使い方を学び、継手・仕口や棒隅木、伝統構法の架構の

墨付け刻み等を行った。また、木造建築図面の読み方や書き方、伝統構法
の架構、伝統構法の納まり詳細図等について指導した。さらに、住まいの構
法に係る歴史や地域木材の生産・流通、住宅生産の工程、住環境（温熱・換
気の基礎知識等）など、大工として必要とされる基礎知識について解説した。
２）集合実技研修

① 薪 棚  ：
（１年次）

② 四 阿  ：
（２年次）

③ 石場建て
 足固め工法
板倉住宅 ： 
（３年次）

「軸組」を組むことに重点を置き、部材を直交させるだけの単
純な架構に屋根と基礎が付いた構造物を制作した。

「勾配」を理解することに重点を置き、２方向の勾配の理解が必
要な隅木を有する構造物を制作した。

担当部材だけでなく「建物全体」の造りを把握することに重点を
置き、伝統構法による住宅１棟の棟上げまでを行った。

３）現場研修（ＯＪＴ）
社会人、職業人としてのビジネスマナーや社会的責任、チームワーク

とコミュニケーション能力、安全管理等について指導した。

〇参加頻度の少ない塾生（集合実技研修の欠席者を含む）がいること

より参加しやすい研修日程を設定（地域研修の土曜開催の試行
等）するとともに、塾生の所属工務店に対しても業務調整を依頼する。

〇研修内容のバラツキおよび・重複の極小化
  統一的な知識を教授できるよう、塾主体のテキストの制作を検討する。
〇塾生の確保
  伝統構法を習得する若手大工の育成を目指す工務店や伝統構

法の習得を志す若手大工（見習いを含む）等との接点創出を図る
ための広報活動を強化する。

１）各地域の研修
・仕口・継手の種類と使用法、使い分けができるようになった。また建築図面か
ら構造や架構を理解し、伏図と矩計図の作図や木拾いができるようになった。

２）集合実技研修
  １年次 ： 柱の３方差しができるようになった。
  ２年次 ： 塾生は隅木の落ち掛かり部分の墨付け・刻みができるようになった。
  ３年次 ： 伏図を見て墨付けができるようになった。

３）現場研修（ＯＪＴ）
・大工職業能力評価シートをもとに、ＯＪＴで学ぶ社会人・職業人の自覚等の
項目に絞った独自の評価シート（145点満点）を作成し、指導棟梁が評価し
た。その結果、受講前と比較して平均5.8点（４％）上昇した。

年に１度、１～２週間に亘り、各地の受講生が１ヵ所に集合し、年次ごとの実物件
の課題制作を通じて、地域研修で習得した知識や技能の実践と定着を図る取組。

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】
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集集合合実実技技研研修修「「薪薪棚棚」」（（６６期期生生））・・「「ああずずままやや」」（（５５期期生生）） 「「技技能能向向上上研研修修」」 （（４４期期生生））

薪薪棚棚（（６６期期生生・・１１年年次次）） ああずずままやや（（５５期期生生・・２２年年次次））

（（参参考考））木木材材利利用用促促進進協協定定

▼協定締結者（５主体）
神流町 ／ 神流川森林組合 ／ 住宅産業研修財団
優良工務店の会（QBC） ／ 大工志の会

▼概要
神流杉と神流檜を活用した伝統構法を担う大工技能者の育成を支援

し、伝統木造建築文化の継承に貢献するとともに、神流町の産業活性
化に資する地産地消を推進する。協定締結は群馬県初（当時）。

建築大工技能検定の課題を取り入れた実技研修を全国５教室で実施。

▼神流町の森林
▼建築物等における神流町産材の利用
促進協定締結式（R5.9.27）

町と森林組合がブランド化を進める「神流杉・神流檜
（商標登録申請中）」の認知度向上やSDGSにも寄与。

町の総面積の９割が森林。標高650m以
上で育った神流町産材は高密度で良質。

令和５年度 大工志塾 （（一財）住宅産業研修財団） 【育成】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩
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集集合合実実技技研研修修「「石石場場建建てて足足固固めめ工工法法 板板倉倉造造住住宅宅」」 （（３３期期生生修修了了制制作作））

令和５年度 大工志塾 （（一財）住宅産業研修財団） 【育成】

① ② ③

④ ⑤
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座座学学風風景景①①

ＯＯＪＪＴＴ指指導導風風景景①① ＯＯＪＪＴＴ指指導導風風景景②②

座座学学風風景景②②

令和５年度 大工志塾 （（一財）住宅産業研修財団） 【育成】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

災害時における応急仮設木造住宅建設及び
応急修理対応のための大工育成研修

令和６年３月５日

（一社）全国木造建設事業協会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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令和５年度 災害時における応急仮設木造住宅建設及び応急修理対応のための大工育成研修
（（一社）全国木造建設事業協会）  【育成】

○現在、能登半島地震を受けて、仮設住宅の建設に取り掛か
り実感していることは、各県ごとに仮設住宅の図面・仕様内
容を準備しておくことで早期の対応が可能になる。早急に、
全国的に準備を進める必要がある。

〇研修をまだ実施できていない地域があり、災害がいつ発生
するかわからないため、早急な研修の実施が望まれる。

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域
岩手県、山形県、千葉県、東京都、神奈川県、福井
県、山梨県、長野県、静岡県、三重県、広島県、高
知県

研修期間 令和５年８月２９日～令和５年１２月１４日（約４ヵ月）

受講者数 実数 育成：２２９名（男性２２９名、女性０名）

受講者
属性

種別 大工：２２９名

年齢構成
２０歳未満： ０名 ３０歳代： ３２名
２０-２４ 歳： ６名 ４０歳代：１６９名
２５-２９ 歳：２２名

座学・
実技研修

座学 ４回
（山形、東京、山梨、長野：各会場1回）

実技
９回
（岩手、千葉、神奈川、福井、山梨、静岡、三重、
広島、高知：各会場1回）

計 １３回

〇【応急仮設住宅施工・管理に関する研修会】
・木造応急仮設住宅の図面、仕様内容をもとに施工管理や
図面の説明を行った。

〇【木造応急仮設住宅界壁施工訓練】
 ・災害発生、着工、引き渡しまでの流れが記載された応急
仮設住宅手順マニュアルについて説明した。

 ・間仕切り壁を設け、延焼防止や隣戸の生活音を遮音す
る、精度の高い界壁施工を実施した。

〇【木造応急仮設住宅木杭実習訓練】
 ・応急仮設住宅の基礎は、木杭を基礎とし、木杭の上に土

台を載せていくため、木杭の打ち込みの訓練を実施した。
 ・基礎を正しく施工するため、木杭の高さを計測し、丸鋸で

切り、高さを合わせるレベル合わせを実施した。
〇【応急修理対応実習研修会】
・実際の屋根にブルーシートを張り、ルーフィングを使用した屋根修理

〇【全国研修会】
・今年度の補助事業の取り組み内容について、報告及び
情報共有を行った。

○座学では、各県ごとの図面・仕様内容、応急仮設住宅の見積書
の作成方法、断熱性能計算を学んだことで、災害時に一定基準
以上の仮設住宅の提供できるようになった。

○応急修理研修会では、実際の住宅の屋根を使用した実践形式
での研修会を開催することで、施工の注意点、ポイントの理解
が深まった。施工実技では、界壁施工内容や木杭の手順を把
握することで、災害時に迅速に対応することが可能となった。

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】
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（サンプル写真を参考に、写真を貼り付ける）

令和５年度 災害時における応急仮設木造住宅建設及び応急修理対応のための大工育成研修
（（一社）全国木造建設事業協会）  【育成】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

地域の建材店を中心とした
地域の会大工担い手育成事業

令和６年３月５日

（一社）全国住宅産業地域活性化協議会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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令和５年度 地域の建材店を中心とした地域の会大工担い手育成事業
（一社）全国住宅産業地域活性化協議会  【育成】

〇研修科目がプレカット構造材を使った研修を基本としている
 ためか、全体的に「大工技能」の「仕上・造作工事」「構造材
の墨付・加工」が低く、今後のリフォーム需要を考えた場合、
 この技能を伸ばすことが必要となる。

〇「木材・木造の知識」の中で「道具の知識と管理」は研修科
目に組み込んでいるが実施する地域が少なく、研修の形
式を今後見直す必要がある。

〇「労働安全衛生管理」も全体的に実施が低く、またCCUSレ
ベル２に必要な資格の取得も進んでいないことが課題。

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域
福井県、山梨県、愛知県（岡崎）、鳥取県、岡山県、
広島県（広島・福山）、長崎県、鹿児島県、沖縄県

研修期間 令和５年７月４日～令和５年１２月２１日（約６ヵ月）

受講者数 実数 育成：７０名（男性５９名、女性１１名）

受講者
属性

種別
大工：５５名（見習いを含む）
その他（現場監督・設計・営業）：１５名

年齢構
成

２０歳未満：１９名 ３０歳代 ：７７名名
２０-２４ 歳：３２名 ４０歳代以上：４４名名
２５-２９ 歳： ８名

座学・
実技研修

座学 ２８回（１０地域延べ回数）

実技 １１６回（１０地域延べ回数）

計 １４４回

〇座学による基礎的な知識習得支援
  共通テキストを用いて、社会人基礎知識・労働安全衛生
法・道具の知識・木造軸組住宅概論基礎知識を習得。

 内装工事論・CAD基礎知識等は地域の希望をカリキュラム
に組み込んだ。

〇実技による技能習得支援
 ・プレカット構造材を用いた木造軸組住宅の概要、墨付け、
刻み、建て方（下地含む）

 ・外部施工、内部施工法及び道具工具類の取扱いに
ついての基礎的な技能の習得

〇参考：全体集合研修
若手大工の技能習得、コミュニティ、ネットワーク作りの
一環として各地域の受講生を一同に集めての研修。
共に研修・振り返りを行うことにより主体的に気づき・発見
をしてもらい、普段とは違う形での成長を期待。

〇受講生のレベルは、受講1年目の新人はほとんどがレベル1-①
 （能力評価シート達成度0％～15％）で、「基本的な立振舞」を除
いて、知識も技能も持ち合わせていなかったが、研修後レベル
１-②（能力評価シート達成度16％～25％）に伸びた受講生が多
かった。受講２・３年目はレベル１-②～レベル２までの受講者が
多く、研修後にはレベル１-③～レベル２に伸びた。

○集合研修を通して、他地域の同世代とのコミュニケーション（同
世代の横つながり）をはかり、その後のディスカッションで振り返
り共有することにより、自身の強みや課題を発見する場となった。

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】 11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】
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【研修風景】

<鹿児島> <長崎>

<広島> <広島（福山）>

令和５年度 地域の建材店を中心とした地域の会大工担い手育成事業
（一社）全国住宅産業地域活性化協議会  【育成】
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<山梨>

<岡山> <鳥取>

<愛知（岡崎）>

<福井>

<沖縄>

令和５年度 地域の建材店を中心とした地域の会大工担い手育成事業
（一社）全国住宅産業地域活性化協議会  【育成】
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【【担担いい手手育育成成委委員員会会】】 【【全全体体集集合合研研修修】】

令和５年度 地域の建材店を中心とした地域の会大工担い手育成事業
（一社）全国住宅産業地域活性化協議会  【育成】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

伝統技術を活かした大工技能者の育成プログラム

令和６年３月５日

（一社）全国古民家再生協会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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令和５年度 伝統技術を活かした大工技術者の育成プログラム
（（一社）全国古民家再生協会）  【育成】

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域
群馬県、富山県、岐阜県、静岡県、福岡県、宮崎県、
沖縄県

研修期間 令和５年８月１９日～令和５年１１月３０日（約４ヵ月）

受講者数 実数 育成：４８名（男性４４名、女性４名）

受講者
属性

種別 大工：４８名

年齢構成

２０歳未満： ３名 ３０歳代：１４名
２０-２４ 歳：１０名 ４０歳代：１６名
２５-２９ 歳： ５名

座学・
実技研修

座学 ２８回（各会場：４回）×７会場/10時間

実技 ２８回（各会場：４回）×７会場/30時間

計 ５６回（総研修時間数：２８０時間）

○【座学】10時間
  ・古民家の構造や変遷、伝統構法の各部位・再築における

基準等を学習し、基本的な知識を習得させた。
  ・修了考査を実施し、知識を習得できたかを確認した。

○【実技】30時間
  ・大工道具の使い方から使用する木材の選定方法、課題図

面より新材ならびに古材へ墨付け・刻みをして木組みを実
施。

  ・今年度の実技では、新材に加え古民家から取り出された
古材を使用した。古民家で使用されていた古材の形状は
様々であるため、実際の現場での業務を学ぶことができた。
課題は金輪継ぎ、古材兜蟻掛けや２方差しなどで、研修を
実施する工務店が受講生の経験年数・実績といったレベ
ルに応じて実施した。

〇職業能力評価シートで検証した結果、２ヶ月程度の短期間の研修
だったためか、若年層の大工はレベル２に到達しなかった。しかし
ながら、基本的な立ち振舞い、木材・木造の知識の項目は、受講
前と比較して点数が20％程度上昇した。

〇また技能面は、普段なかなか携わることの少ない墨付けや加工を
学び、受講前と比較してレベル１程度の上昇を確認できた。

〇さらに、職業能力評価シートで検証することによって、受講者本人
が自己評価し、それと講師や上司といった第三者からの評価と対
比して、自身のレベルを客観的に見直すことができた。

〇今後の技能向上に繋げる取組となった。

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】

○当協会内でも本事業の評価は高く、継続を希望する声が挙
がる一方で、現場で職人が不足していることから、仕事の
ために研修を受講できなかったり、工務店が受講生の受け
入れを断念せざるを得ない現状がある。

    また、受講者を受け入れる工務店にとって、全ての受講者
が研修を受講する期間を同時期に確保することが、年々難
しくなっている。

○大工技能者の育成は必要不可欠であり、受講者の参加し
やすい環境を構築し、受講者を増やす必要がある。
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令和５年度 伝統技術を活かした大工技術者の育成プログラム
（（一社）全国古民家再生協会）  【育成】
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○工務店は、大工の定着のために社員大工の雇用を希望して
いるが、若者は社員の特徴である雇用の安定をメリットとして
捉えず、むしろ１つの会社に縛られた働き方と捉え敬遠する
傾向があり、若者を確保できない課題がある。一方で大工を
志すも、大工のなり方や技能を向上させる工務店の探し方が
分からない若者が一定数いることが分かった。

    来年度は、各工務店の特徴や大工のなり方を伝えるHPや動
画の作成などを検討し、工務店とそのような環境を望む大工
希望者をいかにマッチングさせることができるかが課題である。

22--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【確確保保】】

22--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【確確保保】】

実施地域 動画作成

事業期間 令和５年７月１日～令和６年１月１２日（約７ヵ月）

受講者数 実数 確保：-名（男性-名、女性-名）

受講者
属性

種別 大工関係者：-名

年齢構成
２０歳代：-名 ５０歳代：-名
３０歳代：-名 ６０歳～：-名
４０歳代：-名

座学・
実技研修

座学 ０回

実技 ０回

計 ０回

〇【社員大工の雇用に向けて動画を作成】
工務店は、社員大工の雇用を促進したいが、長期にわたって雇用を
継続することが困難である経営的な課題がある。社員大工の雇用促
進に向けて意識を高めるために、実際に社員大工を雇用して成果を
上げている工務店３社を取材し、広く公開した。
社員大工の雇用のメリットは、技術力や企業の信頼の確保といった点
であり、実際に３社において継続的な受注の拡大といった効果が確認
できた。
社員として雇用することで発生する経費が、社員大工の雇用を躊躇す
る大きな理由だが、３社においては受注の拡大によって解決していた。

○【古民家再生総合調査】
古民家の状況調査を実施するにあたり、古民家再生総合調査（古民
家鑑定・伝統耐震診断・床下インスペクション）を実施した。この調査
は、古民家鑑定調査票に基づき約５００の項目を非破壊での目視によ
る調査を実施。古民家を3Dスキャンし、点群データを取得した。専用ソ
フトならびに人為的な補正作業を行って、可視化データを作成した。そ
れに解説等を付け加え、データを一般公開した。

  伝統構法で建てられる古民家の技術を身近に感じ、古民家を活用で
きる大工の増加を目指した。

○再生回数
 古民家の可視化動画（７６９回再生）
 社員大工を雇用・育成へ 富山：笹川建築 （１，０７９回再生）
 社員大工を雇用・育成へ 岐阜：田口建築 （６０３回再生）
 社員大工を雇用・育成へ 静岡：村澤建築 （１，７１２回再生）

○会員を対象として行ったアンケートでは、半数以上の工務店が
社員大工を雇用しておらず、動画を視聴したことで７割程度の
企業が社員大工の雇用に前向きな姿勢を示した。

令和５年度 伝統技術を活かした大工技術者の育成プログラム
（（一社）全国古民家再生協会）  【確保】

22--11．．全全体体概概要要【【確確保保】】

22--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【確確保保】】
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• 社員大工を雇用・育成へ①
 （１０７９回再生）

• 社員大工を雇用・育成へ②
 （６０３回再生）

• 社員大工を雇用・育成へ③ 
（１７１２回再生） 

• 古民家の可視化動画（７６９回再生）

令和５年度 伝統技術を活かした大工技術者の育成プログラム
（（一社）全国古民家再生協会）  【確保】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

CLT建築物の大工技能者等の担い手育成事業

令和６年３月５日

（一社）日本CLT協会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会

28



令和５年度 CLT建築物の大工技能者等の担い手育成事業 （（一社）日本CLT協会）  【育成】

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域 石川県、大阪府

研修期間 令和５年１０月１４日～令和５年１０月２１日（うち３日間）

受講者数 実数 育成：４８名（男性４７名、女性１名）

受講者
属性

種別
大工：３７名 型枠工：１
とび工：６名 その他：４

年齢構成
２０歳未満： ０名 ３０歳代：１３名
２０-２４ 歳： ２名 ４０歳代：２８名
２５-２９ 歳： ５名

座学・
実技研修

座学 ３回（石川会場：１回、大阪会場：２回）

実技 ３回（石川会場：１回、大阪会場：２回）

計 ６回

○実務研修の実施
   ・座学+実技の２部構成。
   ・会員企業のイベント会場（大阪府）及び工場内（石川県）

にて実施。
（１）座学（２時間）
   ・ＣＬＴパネル工法の基礎知識及び施工に関するノウハウ  

等を説明。
（２）実技（３時間）
   ・ＣＬＴパネル工法の平屋の建屋（３ｍ× ３ｍ×高さ2.8m）を  

実際に施工を実施。
   ・１チーム10人程度で、２チーム、２棟の施工を実施。
   ・天井クレーンの使用（石川県）およびフォークリフトを

  クレーンに置き換えたパネル揚重（大阪府）により実務に
近い形での研修を実施。

   ・実習建屋で使用していない種類のχマーク金物の隠蔽型
の金物は、モックアップを製作し、金物納まりを確認できる
工夫を行い、CLTパネル工法の金物の理解度を深めた。

（１）座学
研修終了後に行った確認考査の正解率が70％以上を超え、
CLTパネル工法の基礎知識や施工知識を習得できた。

（２）実技
オリジナルの「実技チェックリスト」を活用し、施工の重要なポ
イントの理解度のチェックを行った。「理解できた」とする割合
が90～96％と、目標の70%を大きく超え、実技の内容をほぼ習
得できた。
目的意識は高く、研修終了後の解体作業も見学していく受講
者が数多くいた。

〇研修の質を高め、より実効性のあるものとする。
⇒・実技講師のコーチング能力の均一化。

 ・実技の際の受講者の担当作業のローテーション化
（作業の偏りをなくす） 。

〇経費を増やさず行なえる、より効率的な研修方法の検討。
⇒地方の主要都市での２日連続開催の継続。

〇受講申し込みの増加を図る。
⇒・受講のメリットの強調（募集時に受講者の声の紹介等）。
 ・ゼネコン、ハウスメーカー等のビルダー組織へのアプ

ローチ。

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】
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（サンプル写真を参考に、写真を貼り付ける）

令和５年度 CLT建築物の大工技能者等の担い手育成事業 （（一社）日本CLT協会）  【育成】
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令和５年度 CLT建築物の大工技能者等の担い手育成事業 （（一社）日本CLT協会）  【育成】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

北海道の工務店ネットワークによる大工育成

令和６年３月５日

（一社）北海道ビルダーズ協会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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令和５年度 北海道の工務店ネットワークによる大工育成 （（一社）北海道ビルダーズ協会）  【育成】

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

○北海道では広域に工務店が点在しており、札幌市だけで
の開催では、参加が困難な地域も多い。今後は各地域に
ある組合組織などの他団体との連携を検討し、受講者の
確保と地域開催への取組を行う必要がある。

〇現場での育成指導を円滑に行うためには、指導大工に対
する指導員研修を行う必要がある。

○育成の実技研修に応急仮設住宅などの施工実習を盛り
込み、災害に向けての準備と大工の育成を複合して行う
などして、効率的な育成を検討する必要がある。

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域 北海道（札幌、函館）

研修期間 令和５年６月１７日～令和６年１月１６日（約７ヵ月）

受講者数 実数 育成：４８名（男性４７名、女性１名）

受講者
属性

種別 大工：４８名

年齢構成
２０歳未満： ６名 ３０歳代：６名
２０-２４ 歳：２４名 ４０歳代：９名
２５-２９ 歳： ３名

座学・
実技研修

座学 ９回（札幌会場：７回、函館会場：２回）

実技 ６回（札幌会場：６回）

計 １５回

〇大工育成委員会 ５回（委員10名）
全道各地の工務店経営者と技術専門学院・高校の教職員を
委員とし、各研修会の計画・受講者の募集の検討を行った

○技能向上研修会 ６回（実技研修）
初級・中級・上級レベルの実技課題を中心に、裏目を使った
さしがねの活用法など規矩術の基礎知識と原寸図の作成及
び墨付け・加工・組立の研修を行った。

○新人大工座学研修会 ４回（座学研修）
１年目となる新人大工に木造住宅の構造・断熱など、大工と
しての基礎知識に関する研修を、
２年目となる新人大工には工務店の大工としての役割と窓
の性能について研修を行った。

○基本技術研修会 ５回（座学研修）
CCUSレベル２に必要な安全教育を中心に、労働環境・解体
作業における石綿の取り扱いなどの研修を行った。

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】

○技能向上研修会
初級・中級・上級レベルの実技課題をそれぞれの受講生が完
成させた。独自の採点方法によって技能士合格レベルの判定
を行い、評価目標（ 70点以上）を15名中14名が達成した。

○新人大工座学研修会
大工技能の基礎知識に関する確認テストで、正解率目標（ 70
点以上）を13名全員が達成した。

〇基本技術研修会
新人大工をはじめ、昨年までに受講できなかった大工職人に対
し研修を行った。確認テストで正解率目標（ 70％以上）を30名
全員が達成した。
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技能向上研修会
（対象：新人大工・中堅大工。原寸図作成や墨付け、加工に関する指導）

令和５年度 北海道の工務店ネットワークによる大工育成 （（一社）北海道ビルダーズ協会）  【育成】
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新人大工座学研修会（新人大工の心構えや必要な能力、
木造住宅の構造、窓の性能について）

令和５年度 北海道の工務店ネットワークによる大工育成 （（一社）北海道ビルダーズ協会）  【育成】
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基本技術研修会（対象：若手大工。足場の組立、電動工具の
取扱い、石綿障害防止及び関連法令について）

令和５年度 北海道の工務店ネットワークによる大工育成 （（一社）北海道ビルダーズ協会）  【育成】
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22--11．．全全体体概概要要【【確確保保】】

〇依然として大工という職業に興味を持つ若者は少なく、今
後は中学校や普通科の高校などへの説明会も開催し、建
設業の魅力を伝える必要がある。

○労働時間の長さや休みの少なさなど、建設業に対する悪
いイメージを払拭するためにも工務店経営者向けの研修
会を行い、労働環境の整備を促進する必要がある。

〇新人大工向けのガイドブックを印刷・製本し、入職した新人
大工が離職しないためにも入職後の研修会を行う必要が
ある。

22--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【確確保保】】

22--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【確確保保】】

実施地域 北海道

研修期間 令和５年５月１日～令和６年１月２６日（約９ヵ月）

受講者数 実数 確保：１２２名（男性１０９名、女性１３名）

受講者
属性

種別
大工関係者：６０名
その他（役員・指導者等）： ６２名

年齢構成
２０歳代：５３名 ５０歳代～： ７名
３０歳代：１６名 ６０歳代～：１７名
４０歳代：２９名

座学・
実技研修

座学 ６回（札幌会場：６回）

実技 ０回

計 ６回

○ガイドブック研修会 ２回（参加者43名）
昨年まとめた「地域工務店経営者のための 大工さん育成ガイ
ドブック」を印刷・製本し、全道の工務店経営者等に研修会を
行った。

○DXを活用した働き方改革研修会 １回（参加者19名）
働き方改革（休日・賃金・処遇改善等）及び業務効率化に向け
たDXツール（労務管理ソフト等）の活用方法（時間外労働上限
規制対応や業務の標準化・効率化の方法）について研修を
行った。

〇職業説明会 １回（参加者20名）
道立技術専門学院にて、工務店の実際の仕事内容や現場で
の様子など、就職後の新人大工に必要な技能について研修を
行った。

〇社会見学研修会 ２回（参加者40名）
工務店の作業場と建設中の現場を見学し、実際の大工の作業
や職場を見て入職への不安を払拭するための研修会を行った。

○大工育成委員会 １回（委員10名）
新人大工に向けた新人大工教育・育成用の新人大工マニュア
ル「大工さん育成ガイドブック（新人大工編）」を作成した。さら
に、大工を目指す方に向けて、大工の魅力を伝える動画を作
成・公開した。

22--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【確確保保】】

○ガイドブック研修会では、住宅系新聞に掲載されたことにより問い合
わせが多数あり、２回目の追加開催を行う運びとなった。

○DXを活用した働き方改革研修会では大工の確保と育成に取り組む
工務店経営者が社員化と労働環境の整備を開始した。

〇職業説明会では、個別の質疑対応を行い、実際の労働条件や大工
の仕事と暮らしなどを伝え、当協会の工務店へのインターシップ希
望者が増えた。

〇社会見学会では、札幌と旭川の技専の生徒が参加し、実際の現場
を見ることによって当協会工務店への就職希望者が増えた。

〇大工の魅力を伝える動画を作成し、YouTubeで公開した結果、２カ月
ほどで視聴回数が3,000回を超えた。

令和５年度 北海道の工務店ネットワークによる大工育成 （（一社）北海道ビルダーズ協会）  【確保】
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ガイドブック研修会
（対象：工務店経営者。入職活動支援について）

令和５年度 北海道の工務店ネットワークによる大工育成 （（一社）北海道ビルダーズ協会）  【確保】
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ＤＸを活用した働き方改革研修会（対象：経営者・管理職者。
休日・賃金・処遇改善及びＤＸツールの活用方法について）

令和５年度 北海道の工務店ネットワークによる大工育成 （（一社）北海道ビルダーズ協会）  【確保】
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職業説明会
（大工を目指す生徒に向けた工務店の内容、大工職の技能、心構えについて）

令和５年度 北海道の工務店ネットワークによる大工育成 （（一社）北海道ビルダーズ協会）  【確保】
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社会見学研修会
（大工を目指す生徒に向けた工務店の作業場や建設現場の見学）

令和５年度 北海道の工務店ネットワークによる大工育成 （（一社）北海道ビルダーズ協会）  【確保】
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新人大工に向けた心構え、基礎知識、現場
作業内容、目指す資格、キャリアパス等につ
いてのガイドブック

令和５年度 北海道の工務店ネットワークによる大工育成 （（一社）北海道ビルダーズ協会）  【確保】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

被災地宮城における大工技能者担い手育成・確保

令和６年３月５日

（一社）東北建設技能協会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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令和５年度 被災地宮城における大工技能者担い手育成・確保
（（一社）東北建設技能協会）  【育成】

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

〇出席率の維持
受講生が就業者なため本業を優先し、やむなく欠席するこ
とがある。

対応策として、受講生の就業先に、個人参加ではなく企業
の研修の一環という位置付けで、参加できないか働きかけ
る。

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域 宮城県（富谷市、栗原市、加美町、石巻市）

研修期間 令和５年７月２２日～令和６年１月１３日（約６ヵ月）

受講者数 実数 育成：２０名（男性１８名、女性２名）

受講者
属性

種別 大工：２０名

年齢構成
２０歳未満：２名 ３０歳代：２名
２０-２４ 歳：４名 ４０歳代：７名
２５-２９ 歳：３名 ５０歳代：２名

座学・
実技研修

座学 １回（富谷市：１回）

実技 ２８回（富谷市：２５回、栗原市、加美町、石巻市：

各１回）

計 ２９回

〇【座学】
大学建築学部教授・工学博士を講師に招き、木材に関し
て植生や素材としての特性などの基礎的知識から、最新
の研究成果（木造校舎に人為的に火災を発生させ耐火性
を検証した結果、木造建築の耐久年数は鉄筋コンクリート
に劣るものではない等）などの講義を実施した。

〇【実技】
家が一軒建つまでの一連プロセスを習得を目的として、図
面の見方から墨付け、刻み、足場組み立て、基礎工事、
平屋の建て方実践、棟上げまで行った。プレカット材を
使ったリノベーションの研修を実施した。さらに、建設用重
機の運転操作、測量の基礎、ドローン操作など、多能工と
して必要な周辺知識や技能も習得した。

〇【見学会】 ［確保］と合同で実施。
石巻市の木材の生産加工業者の協力を得て、山林での
植樹、伐採後の加工、燻煙方法など、天然木が建築材に
なるまでの工程を見学した。

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】
①座学：木材に関する基礎的な知識から最新の研究成果など、

新たな知見を得ることができた。
②実技：木造住宅建築の全工程を学び、伝統的な手作業での刻

み、電動工具の使い方、プレカット材の活用など、多様な技能
を伸ばすことができた。さらに、測量や重機操作の初歩も習得
できた。

③見学会：山林での植樹の様子や、リノベーションによる住宅再
生の実例を体感できた。

④被災地復興、建替え・リフォーム等の需要に応え、現場に貢献
できる人材を育成できた。
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安全衛生教育 図面（手板）書き

手道具による刻み作業 電動工具の取り扱い

令和５年度 被災地宮城における大工技能者担い手育成・確保
（（一社）東北建設技能協会）  【育成】
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建て方： 土台 建て方： 梁

足場組み 建て方： 柱、桟

令和５年度 被災地宮城における大工技能者担い手育成・確保
（（一社）東北建設技能協会）  【育成】
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屋根掛け 上棟式

プレカット材を活用した建て方 リノベーション作業

令和５年度 被災地宮城における大工技能者担い手育成・確保
（（一社）東北建設技能協会）  【育成】
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階段設置 木造平屋建て 一棟全景

座学研修： 木材の概論、耐火性・耐久性、等 現場見学： 石巻市山林、植林作業

令和５年度 被災地宮城における大工技能者担い手育成・確保
（（一社）東北建設技能協会）  【育成】
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現場見学： 栗原市、燻煙工場 安全講習： フルハーネス安全帯

測量 ドローン操縦

令和５年度 被災地宮城における大工技能者担い手育成・確保
（（一社）東北建設技能協会）  【育成】
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重機講習： バックホーの運転操作 重機講習： 小型移動式クレーンの運転操作、玉掛け

令和５年度 被災地宮城における大工技能者担い手育成・確保
（（一社）東北建設技能協会）  【育成】
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22--11．．全全体体概概要要【【確確保保】】

○研修内容の見直し
少ない研修回数で高い学習効果を得るため、受講者の能
力・適性に応じた研修内容の見直しが必要。

対応策として、受講の申込を受け付けた時点でアンケート
等を実施し、事前にスキルレベルを把握して、研修内容を
検討する。

22--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【確確保保】】

22--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【確確保保】】

実施地域 宮城県（岩沼市）

事業期間 令和５年９月１日～令和５年１２月２０日（約４ヵ月）

受講者数 実数 確保：１０名（男性１０名、女性０名）

受講者
属性

種別
大工関係者：０名
その他（学生）： １０名

年齢構成
２０歳未満：６名
２０-２４ 歳：４名

座学・
実技研修

座学 ０回

実技 ５回

計 ５回

建築に関する基礎知識はあるが、実際の現場経験がない学
生を対象に、即戦力となるような実技研修を実施した。
〇東北電子専門学校建築科

大工技能検定３級の実技に相当する技能を習得する。
課題：切妻屋根の一部を製作。
・制作物の図面の作成、木材への墨付け、手道具による   
  刻み加工、組み立てをする。
・柱・桁・梁を３軸にそれぞれ直行させ、ほぞ組で接合し、
束と垂木を加え小屋組みする。

・成果物が、荷重に対し歪まず十分な強度を発揮できる
よう、工作精度を追求する。

〇【見学会】 ［育成］と合同で実施。
石巻市の木材の生産加工業者の協力を得て、山林での植
樹、伐採後の加工、燻煙方法など、天然木が建築材になる
までの工程を見学した。

22--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【確確保保】】

〇大工技能検定３級程度に相当する技能を概ね習得し、桁・
梁・束・棟木など木造家屋の構造材を加工・組み立てることが
出来るようになった。

〇リノベーションに関する基礎的かつ実践的な技能を習得し、
新たに造作が必要な部分の構造と工法を考え、効率的に作
業するためのプランを考えることができるようになった。

令和５年度 被災地宮城における大工技能者担い手育成・確保
（（一社）東北建設技能協会）  【確保】
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大工技能の基礎 大工技能の基礎

令和５年度 被災地宮城における大工技能者担い手育成・確保
（（一社）東北建設技能協会）  【確保】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

地域工務店が取組む働き方改革及び
『大工育成規矩術研修』

令和６年３月５日

（一社）福島県工務店協会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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令和５年度 地域工務店が取組む働き方改革及び『大工育成規矩術研修』
（（一社） 福島県工務店協会）  【育成】

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

○本研修会は、中小工務店で働く者にとって同じ境遇の仲
間と横の繋がりを持つことができ、受講者同士が気軽に悩
みを相談し、解決策を見つける場としても有効である。
育成には一定の時間をかける必要があるため、継続的に
開催する必要がある。

○受講者の中には次年度以降の開催を望む声もあり、レベ
ルを上げたコースを選択できるような工夫をし、受講者の
実情にあった研修を検討する。

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域 福島県（福島市）

研修期間 令和５年８月１９日～令和５年11月１２日（約３ヵ月）

受講者数 実数 育成：１０名（男性１０名）

受講者
属性

種別 大工：１０名

年齢構成
２０歳未満 ：２名 ３０歳代：２名
２０-２４ 歳：５名 ４０歳代：０名
２５-２９ 歳：１名

座学・
実技研修

座学 ２回

実技 １６回

計 １８回

○対象：新人・中堅技能者

〇【実技】全１６回（１２０時間）
規矩術を中心とした内容。
 差し金の使用方法、展開図を起こして墨付けを行い、木ご
しらえから刻み作業など、代表的な木材加工の基礎及び
階段造作を学ぶことで、大工としての基本技能を習得。
・道具の使用方法 ・刃物の手入れや研ぎ方等の基礎 
・安全な作業姿勢の習得 ・階段造作演習 ・墨付け、刻
み、加工、組立等の規矩術演習 ・墨付け加工の技術指
導 ・差し金の基本 ・展開図演習 ・屋根の墨付け
・材料の木ごしらえ ・総括演習

○【座学】 全２回（８時間）
・社会人マナー及び安全衛生教育
・コミュニケーション研修

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】

○【実技】受講者の受講前の能力を講師が確認した。繰り返し規
矩術を学ぶことよって、展開図・墨付・刻み・加工の技能が向上
した。
技能の上達を実感すると、更なる技能の習得を目指す声も出
たことから、技能者としての意識向上にも効果があった。

○【座学】技能者としての安全作業の心得や現場での振る舞い、
４０代以上の先輩・上司と働く環境での情報共有の方法や業務
に対する意識について学んだ。

○受講前後の能力評価シートを比較すると、特に『道具の知識と
管理』『構造材の墨付・加工』の点数の上昇を確認できた。
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（サンプル写真を参考に、写真を貼り付ける）

令和５年度 地域工務店が取組む働き方改革及び『大工育成規矩術研修』
（（一社） 福島県工務店協会）  【育成】
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令和５年度 地域工務店が取組む働き方改革及び『大工育成規矩術研修』
（（一社） 福島県工務店協会）  【育成】
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22--11．．全全体体概概要要【【確確保保】】

○受講者の中には、雇用契約や解雇事由に悩みを抱える者
や、社員の残業の多さを解消するための方法を見出せず
に悩んでいる者、採用活動に不安や不満を抱えている者
など、問題は会社ごとで異なり、多様化している。

そのため、本研修会のように工務店に特化した労務管理
を学べる機会を定期的に設けることが必要である。

22--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【確確保保】】

22--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【確確保保】】

実施地域 福島県（郡山市）

事業期間 令和５年５月１日～令和６年１月１２日（約８ヵ月）

受講者数 実数 確保：１３名（男性８名、女性５名）

受講者
属性

種別
工務店・内装業経営者：９名
総務・経理・管理職：４名

年齢構成
２０歳代：０名 ５０歳代：６名
３０歳代：２名 ６０歳～：１名
４０歳代：４名

座学・
実技研修

座学 ２回

実技 なし

計 ２回

○【座学】職場環境改善研修会 全２回
○対象：経営・労務管理者等
〇【第１回】就業規則と労務管理を活用した職場環境の改善

手法を学び、自社の課題や問題点を把握し、労働環境や
若年労働者の定着率の向上へ取り組むために、経営者・
労務管理者の意識向上を図った。

〇【第２回】若年入職者確保のための就業規則の整備や採
用活動及び社員大工確保のための社内教育や待遇改善
について
・離職者がなぜでるのか？問題点を探り改善：他産業と比
較した建設業雇用状況実態を説明
・職場定着率を上げるために必要な対応：雇用者側から見
た働きやすい会社の学び
・業界として建設業のイメージUPにつなげる改善
・大工を正社員とするために必要な就業規則改善等
・ハラスメント対策：ハラスメント実例の学び

22--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【確確保保】】

○建設業労務管理の現状を知り、今後必要とされる手法を学び、
各社の抱える問題点を顕在化することで、変化の必要性を認
識してもらうことができた。

○働く側から見た働きやすさを学び、社員定着率の向上を図るた
め、諸手当を活用した適正給与や人事評価制度運用の必要性
を認識してもらうことができた。

〇新規入職者を獲得するための環境はますます厳しくなり、それ
を乗り越えていくためにも労務管理の整備も必要だと認識して
もらうことができた。

令和５年度 地域工務店が取組む働き方改革及び『大工育成規矩術研修』
（（一社） 福島県工務店協会）  【確保】
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令和５年度 地域工務店が取組む働き方改革及び『大工育成規矩術研修』
（（一社） 福島県工務店協会）  【確保】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

一般社団法人「東京大工塾」会員工務店の
社員大工への大工育成プログラム

令和６年３月５日

（一社）東京大工塾

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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令和５年度 一般社団法人「東京大工塾」会員工務店の社員大工への大工育成プログラム
（（一社）東京大工塾）  【育成】

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

○OJT指導によって木材軸組工法の理解度は深まったが、
新人大工は社会経験が少ない為、挨拶や報連相などの
基本的な社会人マナーは十分に身に着かなかった。

○来年度の取組として、新人大工向けのコミュニケーション
研修を検討する。
上司や作業者、他職種の人達からの問いかけにもハキ
ハキと答える。不測の事態が発生した場合でも、直ちに上
司や周りの作業者に報告・相談し、指示に従って冷静に行
動できる大工を目指す。

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域 埼玉県、東京都

研修期間 令和５年５月１日～令和５年１２月３１日（約８ヵ月）

受講者数 実数 育成：１０名（男性９名、女性１名）

受講者
属性

種別 社員大工：１０名（見習いを含む）

年齢構成
２０歳未満：５名 ２０-２４歳：４名
２５-２９歳：１名

ＯＪＴ

ＯＪＴ指導 １４４日/人×１０名＝（１４４０日）

指導内容
安全衛生、道具の使用と手入れ
作業工程、作業方法 等

○当団体に所属する工務店が大工を正社員として雇用。
○入塾生10名のＯＪＴ指導については、当会と工務店の間で

「ＯＪＴ指導契約」を締結。
○当会と工務店によって選定された指導者が、作業前に現

場の危険な箇所・危険予測・禁止事項・整理整頓などの
安全衛生面を指導した。
工具については、利用頻度の高い丸鋸の取り扱い方法や
安定した台での作業・切断部材を抑える手は、工具より先
に置かないこと・キックバックの危険性・安全カバー脱着の
禁止等を指導した。

○指導者の評価点60点を目標値として、職業能力評価シー
トの「労働安全衛生管理」や「道具の知識と管理」等の７項
目（92点満点）について、習熟度の確認をした。
、

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】
○「ＯＪＴ指導契約書」に沿った指導を実施。塾生全員が、道具の使い

方や工事工程の流れ、安全面等を学び、理解する事ができた。
○職業能力評価シートを活用し、受講生、指導者、雇用者（もしくは上

司）の３者間で習熟度を検証した結果、道具の扱い方・ボード施工・
壁面材施工・養生・野縁施工・断熱施工などの技能の習得が確認で
きた。職業能力評価シートによる評価点数は、受講者10名の内50点
以上が３名、60点以上が１名だった。目標点数（指導者の評価点60
点）には到達しなかったが、受講前の指導者の評価の平均点が29.7
点から受講後は50.6点と、受講生の成長を確認できた。特に、コミュ
ニケーション能力・現場マナーの項目の平均点数が5.5点から10点に
上昇した事から、円滑なコミュニケーションがとれていること、整理整
頓等の安全衛生指導の効果を確認できた。
 また、研修を通して早く作業をすることよりも、丁寧に作業する方が
安全で効率的であるといった業務に対する意識向上にもつながった。
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ＯＪＴ指導風景

床施合板施工 指導 床施合板施工 指導 ボード施工 指導

化粧材面取り 養生材施工 ボード施工

令和５年度 一般社団法人「東京大工塾」会員工務店の社員大工への大工育成プログラム
（（一社）東京大工塾）  【育成】
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ＯＪＴ指導風景

下地施工 指導 枕棚施工 指導丸鋸利用方法 指導 野縁施工 指導

丸鋸作業 ボード施工 下地施工 枕棚 施工

令和５年度 一般社団法人「東京大工塾」会員工務店の社員大工への大工育成プログラム
（（一社）東京大工塾）  【育成】
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22--11．．全全体体概概要要【【確確保保】】

○コミュニケーション研修で学んだ現代の効果的な対話型指
導方法、「やってみせ・言って聴かせ（説明）・させてみせ
（自発意思を起こさせる）・やる気を出させ（褒める）・改め
させる（アドバイス）」を取り入れた冊子「 （仮称）指導者の
心得」の作成を検討する。今後、指導者の育成の一助とし
ていく。
コミュニケーション研修講師の秋田義一理事長も交えて検
討する。

22--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【確確保保】】

22--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【確確保保】】

実施地域 東京都

事業期間 令和５年６月１日～令和５年１２月７日（６ヶ月間）

受講者数 実数 １７名（男性１６名、女性１名）

受講者
属性

種別 指導者等：１７名（男性１６/女性１）

座学

回数・会場 ６回（岡庭建設モデル棟：6回×2時間）

内容

＜指導者向けコミュニケーション研修＞
講師：（一社）話力総合研究所
1回目：話し方の基本を身につけよう（6/1）
2回目：聴き方の基本を身につけよう（7/20）
3回目：相手にあわせた説明のしかたのコツをつかもう

（8/31）
4回目：対人関係を円滑にする工夫をしよう（10/19）
5回目：効果的かつ現代的な指導方法を学ぶ その１

（11/10）
6回目：効果的かつ現代的な指導方法を学ぶ その２

（12/7）

○ （一社）話力総合研究所の秋田 義一理事長を講師に迎え、
当会に所属する工務店の指導者、及び将来の指導者を
対象としたコミュニケーション研修を実施した。

○指導者が本研修を受ける事によって「コミュニケーション能
力」の向上を図り、部下や後輩のやる気を高め、技能を効
果的に習得させる現代の対話型指導方法を身につける。

○受講者（指導者等）の指導方法をより効果的にする為に、
毎研修時に「成果が出たらしっかり褒める」「部下の理解
度を考慮して、相手に適した指導を心がける」などの約束
を宣言し、その内容を上司等と共有した。

    講師からの「褒める事は相手のモチベーションも上がりま
す。直接でも電話越しでも、他者から伝えるでも良いので
具体的かつ積極的に褒めてあげてください。」「相手に理
解してもらえない場合、つい感情的になってしまう事もある
でしょう。その際は、必ず一呼吸置いて冷静になってから、
適した指導を心がけてください」などのアドバイスを日々の
指導に活かしていく。

22--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【確確保保】】

○指導者が「出来て当たり前」「自分の指導方法に間違いはない」といった今
までの指導方法の問題点を把握できた。また毎研修時に、自身で実践す
る内容を宣言する事によって、指導方法を自ら見直すきっかけになった。

○部下を指導する際、聴く力・相手の理解度に合わせて説明する・話しやす
い環境をつくる・成果が出たら具体的に褒める・忠告する際は１点のみ、な
どの具体的な指導方法を学び、指導者の意識改革にも繋がった。

○今までは、部下の技能が上がっても褒めなかった指導者が、受講後には
「部下のやる気を出させる為に、まずはやらせてみてできたらきちんと褒め
る」といった指導を行った。その結果、指導を受けた若手大工から「今まで
何も言われなかったのに、自分の仕事について褒められた。きちんと見て
くれているんだとやる気につながった」という声があがった。

令和５年度 一般社団法人「東京大工塾」会員工務店の社員大工への大工育成プログラム
（（一社）東京大工塾）  【確保】
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指導者向けコミュニケーション研修 風景

第１回目：話し方の基本をみにつけよう 第１回目実習：自己紹介の訓練 第２回目：聴き方の基本を身につけよう

第２回目実習：きき方の訓練 第３回目：相手にあわせた説明の
しかたのコツをつかもう

第３回目実習：相手に伝える、わからせる訓練

令和５年度 一般社団法人「東京大工塾」会員工務店の社員大工への大工育成プログラム
（（一社）東京大工塾）  【確保】
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指導者大工向けコミュニケーション研修 風景

第4回目：対人関係を円滑にする工夫をしよう 第4回目実習：会話を楽しくする
意識を継続する訓練

第５回目：効果的かつ現代的な
指導方法を学ぶ その１

第５回目実習：事実をほめる訓練 第６回目：効果的かつ現代的な
指導方法を学ぶ その２

第６回目実習：注意・忠告の
体験談と意見交換

令和５年度 一般社団法人「東京大工塾」会員工務店の社員大工への大工育成プログラム
（（一社）東京大工塾）  【確保】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

新潟の大工職人、 技能伝承・ 育成事業

令和６年３月５日

（一社）にいがた木造建築協会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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令和５年度 新潟の大工職人、 技能伝承・ 育成事業
（（一社）にいがた木造建築協会）  【育成】

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

〇これまで受講生の募集は、関連団体や職業訓練校の卒業
生、地元の工務店等に案内を送付していた。

    昨年度は、９名の受講生を迎えられたが、今年度におい
ては受講生が５名だった。募集方法の改善が必要である。

  一方で、少人数での研修だったため、十分な個別指導が
できた。

○若手大工が少ない中、伝統的技能・技法を習得してもらう
ために研修を実施しているが、受講生を出していただく事
業主との開催の意義について温度差を感じることがある。

    本事業のアピールや周知する方法の検討が必要である。

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

〇【座学】「棒隅木小屋組」「振れ垂木小屋組」の２つを課題と
し、基本的勾弧弦、小屋組や展開図の書き方等について
研修を実施した。
・今回の課題以外の伝統的小屋組み工法にも対応ができ
るよう、基本的な規矩術（勾弧弦）を解説した。
・さらに、展開図が書けることによって小屋組の各部材寸法
が分かること、展開図を基に墨付け・加工を行うこと、様々
な小屋組に適応でき実用的に活用できることなど、展開図
で何ができるのかを説明し、展開図の書き方を解説した。

〇【実技】 「住宅内部廻り階段」
 「住宅内部廻り階段」を課題とし、原寸図の書き方、墨付
け・刻みの方法、組立まで、実践的な研修を実施した。

    実際のスケールの1/3サイズで、原寸書きを行い、納め方
手法を理解させる。合わせて部材の墨付けにも取り組んだ。
今年度の受講生は、実際の現場での階段造作が未経験
だったが、実際の現場に対応できる部材の加工・刻み、組
立までの一連の工程を学んだ。

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】

〇レベルアップ１を目標として、また研修後の技能を総合的に評
価するために、職業能力評価シートを活用した。中には達成で
きなかった受講生もいたが、全受講生の点数が４点～34点上
昇した。

〇大工職業能力評価シートとは別に、研修の内容に特化した項
目について、講師や受講生が評価するオリジナルシート（100点
満点）を作成した。
結果、平均点が70点を超えており、基礎的な棒隅木・振れ垂木
の展開図や内部階段の原寸図の書き方、墨付け、刻み、組立
までについて理解できたことを確認した。

実施地域 新潟県（燕市）

研修期間 令和５年８月２４日～令和５年１２月２日（約４ヵ月）

受講者数 実数 育成：５名（男性５名、女性０名）

受講者
属性

種別 大工：５名

年齢構成
２０歳未満：０名 ３０歳代：３名
２０-２４ 歳：２名 ４０歳代：０名
２５-２９ 歳：０名

座学・
実技研修

座学 ２回

実技 ６回

計 ８回
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（サンプル写真を参考に、写真を貼り付ける）

座学：「棒隅木小屋組」・「振れ垂木小屋組」研修会

令和５年度 新潟の大工職人、 技能伝承・ 育成事業
（（一社）にいがた木造建築協会）  【育成】
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実技：「住宅内部廻り階段」研修会

令和５年度 新潟の大工職人、 技能伝承・ 育成事業
（（一社）にいがた木造建築協会）  【育成】
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実技：「住宅内部廻り階段」研修会

令和５年度 新潟の大工職人、 技能伝承・ 育成事業
（（一社）にいがた木造建築協会）  【育成】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

静岡大工育成ＰＲＯＪＥＣＴ2023

令和６年３月５日

（一社）富士山木造住宅協会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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令和５年度 静岡大工育成ＰＲＯＪＥＣＴ2023 （（一社）富士山木造住宅協会）  【育成】

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

 

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域 静岡県（西部：磐田市 東部：富士市）

研修期間 令和５年７月４日～令和６年１月２３日（約７ヵ月）

受講者数 実数 育成：１９名（男性１７名、女性２名）

受講者
属性

種別 大工：１９名（内 現場監督兼務：４名）

年齢構成
２０歳未満：５名 ３０歳代：４名
２０-２４歳：６名 ４０歳代：３名
２５-２９歳：１名

座学・
実技研修

座学 ５回（西部会場：２回、東部会場：２回、

西部、東部：合同１回）

実技 ２６回（西部会場：１４回、東部会場：１２回）

計 ３１回

〇1年目の受講生は、木造技能者育成検討委員会が設定した

職業能力基準レベル１を目標とし、２年目、３年目の受講生

はレベル２を目標とした研修を実施した。

〇【実技】 西部会場（磐田市）

１年生 【９坪木造住宅の墨付け、手刻み加工、建て方】

２年生 【廻り階段の墨付け、手刻み加工及び階段の設置】

３年生 【小規模倉庫の墨付け、手刻み加工、建方】

〇【実技】 東部会場（富士市）

１年生 【９坪木造住宅の墨付け、手刻み加工及び建て方】

木造住宅の構造躯体の完成と台持ち継ぎ・追掛大栓継ぎ・

金輪継といった手刻みの応用編も実施することができた。

〇【座学】 東部・西部共通

木造住宅の構造と架構と力の流れ、建築基準法・関連法令

フラット35 木造住宅の標準仕様書について、研修を実施し

た。

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】

静岡県のJBN連携団体の富士山木造住宅協会と静岡木の家

ネットワークが連携することにより、５年間で100名の新人大工を

育成することができた。

施工法や規矩術、機械化された作業の中で失われつつある墨付

け・手刻み等の幅広い技能を習得できた。

静岡県内の新人大工育成の体制整備の実現につなげることがで

きた。

受講生の技能に差があるので、研修の実施期間の後半に、

個別カリキュラムの必要性を感じた。

大工の育成活動を５年間行ってきたが、本取組の周知が静

岡県内の新人大工にまだまだ足りないことから、関係団体及

び行政等と連携し、今年度（20名）より多くの参加者を集め、

担い手を育成していきたい。
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令和５年度 静岡大工育成ＰＲＯＪＥＣＴ2023 （（一社）富士山木造住宅協会）  【育成】
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令和５年度 静岡大工育成ＰＲＯＪＥＣＴ2023 （（一社）富士山木造住宅協会）  【育成】
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令和５年度 静岡大工育成ＰＲＯＪＥＣＴ2023 （（一社）富士山木造住宅協会）  【育成】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

地域ネットワークによる大工技術者確保・育成事業

令和６年３月５日

愛知県建設団体協議会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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令和５年度 地域ネットワークによる大工技能者確保・育成事業 （愛知県建設団体協議会）  【育成】

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

○短期間での研修で、目に見える形での飛躍的な成長は難しい。
〇若手大工の育成では、研修を通して鉋や差し金といった基本的な大

工の道具が使えない若手大工が多くなったと実感した。そういった道
具の使用方法を知らないと、住宅のリフォーム需要や修繕に対応で
きなくなる。改めて大工の道具の使用方法などの研修を実施すること
が望ましい。
成果の検証方法として、自身の技能を客観的に評価できる大工職業
能力評価シートの活用が適していると判断し、今後も使用する。

○中堅大工の実技研修では、更なる技能向上や技能向上の意欲の継
続、将来の指導者の確保に向けて実施している。

〇若手大工を対象とした研修も含めて、将来の指導者となれるような技
能を身に着けられる内容を検討する必要がある。

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域 愛知県 (名古屋市、愛西市、碧南市）

研修期間 令和５年８月２０日～令和５年１０月２２日（約２ヵ月）

受講者数 実数 育成：１４名（男性１４名、女性０名）

受講者
属性

種別 大工：１４名

年齢構成
２０歳未満：０名 ３０歳代：０名
２０-２４ 歳：３名 ４０歳代：７名
２５-２９ 歳：４名

座学・
実技研修

座学 ５回（名古屋会場：４回、碧南会場：１回）

実技 ２４回（愛西会場：２１回、碧南会場：３回）

計 ２９回

〇【若手大工の育成研修】ＣＣＵＳレベル２に満たない初級大工の育成
（受講者５名）
木造軸組住宅の大工技能の基礎を教える３か年計画の１年目として、
３年後にＣＣＵＳレベル２相当に達することを目指して以下の研修を実
施した。

【座学】現場でのマナー、安全衛生法、コンプライアンスの重要性を説明し
た。木造軸組みの構造の基本や建築資材について、断熱基準の基礎
知識や設計図書から建物概要・建築物の仕様、施工内容の読みとり、
積算、建物基準の概要を学んだ。

【実技】プレカット構造材を用いて、実習棟を土台から作り上げた。内張り
ボードを張り付けたり、階段も製作して１つの部屋を作り上げた。その
後、解体まで行った。

〇【中堅大工の実技研修】 若手大工の大工育成研修を卒業した受講生
やCCUSレベル２相当以上の大工技能者を対象とした研修（受講者９
名）

【実技】継続的に技能を習得する場として、計４回の短期研修を実施した。
現寸図の作成から墨付けや加工、組立まで行い、「三重塔の構造物
模型」を製作した。

〇 育成事業検討会の開催（１回）
研修後に受講生の業務に活かされたか、技能を向上させる意欲が高
まったかなど、研修の効果があったかを確認した。
次年度の取組に向けての検証を行い、大工の年齢や技能レベル、就
業状況等を考慮した育成カリキュラムを検討した。

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】

〇 【若手大工の育成研修】 プレカット加工を軸とした育成プログラム
・講師と受講生が大工職業能力評価シートの全ての項目について、受講
前と受講後の技能をそれぞれ評価し、面談も行った。結果、全員の全項目
の合計点が10点～20点以上上昇し、技能の向上を確認できた。また、３ヶ
年計画の１年目ではあるが、目標であるＣＣＵＳレベル２の到達は十分に
見込め、技能向上に向けた意欲も高く保てている。

〇 【中堅大工の実技研修】 短期の実技研修
・講師が受講生の道具の使い方や講師の指示を理解しているか、指示通
りの作業を行えているかなどを作業の様子から判断し、理解できているこ
とを確認した。また、面談も行った。修了考査では、全員が80点以上だった。
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令和５年度 地域ネットワークによる大工技能者確保・育成事業 （愛知県建設団体協議会）  【育成】

【中堅大工の実技研修】 【中堅大工の実技研修】

【若手大工の育成研修】

【若手大工の育成研修】

【若手大工の育成研修】 【中堅大工の実技研修・完成品】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

循環型住宅に向けた匠の目と技術知識育成事業

令和６年３月５日

（一社）全国中小建築工匠連合会

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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令和５年度 循環型住宅に向けた匠の目と技術知識育成事業
 （（一社）全国中小建築工匠連合会 ）  【育成】

11--11．．全全体体概概要要【【育育成成】】

○今年度は座学だけであったため、意欲のある者に対して
実技へのステップアップの機会を作れなかったことが課題
である。次年度は座学だけではなく、実技を取り入れたカ
リキュラムが必要である。 

○受講者から「古材や古家の耐震性や省エネ基準」につい
て懸念の声が上がった。その際、不安を払拭できるような
情報提供ができなかった。来年度は、大工が古材や古家
の活用について、消費者に適切な提案ができるような研
修を検討したい。

11--22．．研研修修活活動動等等のの概概要要【【育育成成】】

11--44．．今今後後のの課課題題・・改改善善点点【【育育成成】】

実施地域 栃木県・オンライン

研修期間 令和５年１１月２８日（（１１日日））

受講者数 実数 育成：３０名（男性２８名、女性２名）

受講者
属性

種別
大工：２２名
建築士：７名、製材１名

年齢構成
２０歳未満：０名 ３０歳代 ： ６名
２０-２４ 歳：１名 ４０歳代 ： ９名
２５-２９ 歳：０名 ５０歳代以上：１４名

座学・
実技研修

座学 １回（栃木会場：１回、オンライン併用）

実技 -

計 １回（栃木会場：１回、オンライン併用）

○古材をどのように活用できるのかの判断方法や活用設
計、注意事項について、写真や図を使った事例で学べる
オリジナルテキストを作成し、研修で使用した。

○消費者のニーズに応え、古材や古家の活用・改築の提
案ができる大工になることを目的として実施した。
日本の伝統行事である式年遷宮に携わった講師から、
お宮の建築技術や日本古来の古材の活用方法（社で使
用していた材を他の社や橋などに使用）の事例を紹介し
た。
また、古材を住宅や店舗の柱、梁、インテリアに使用す
る現代の活用方法も学んだ。

○研修の実施後、いつでも学べるようオンライン配信を
行った。

11--33．．事事業業のの効効果果・・成成果果等等【【育育成成】】

○日本古来から受け継がれてきた式年遷宮による木造建築技術
の伝承と古材を再利用してきた伝統や精神を学べた。古材を
何にどのように活用できるか、加工等における注意事項、材別
の活用方法について、理解できた。
古材活用・注意事項について、筆記テストを行った。正解率
80％以上の目標に対し、９割以上の受講者が達成できた。

 ○アンケートで、座学だけではなく実技や現場体験・見学に参加
したいという積極的な姿勢が見られた。また、古材を活用した事
業に取り組みたいという受講者もいた。 
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対面での研修と同時にオンライン配信を行った。 研修実施後も研修を受講できるようオンライン配信を行った。

対面での研修の様子 対面での研修の様子

令和５年度 循環型住宅に向けた匠の目と技術知識育成事業
 （（一社）全国中小建築工匠連合会 ）  【育成】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

最近の大工技能者等に係る動向

令和６年３月５日

国土交通省

住宅局住宅生産課木造住宅振興室

大工技能者等の担い手確保・育成事業
事業成果報告会
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大工就業者数の推移
○ 木造住宅の担い手である大工就業者数は、令和2年に約30万人と、20年間で半減。
人数の減少率と高齢化（60歳以上の比率）は、建設業従業者(全体)に比べて大きい。

（％）

（総務省「国勢調査」）

（％） （千人）（千人） 大工就業者
（参考）
建設・土木作業従業者
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25,000 25,360 
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31,000 
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0

20,000

40,000
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15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75歳以上

大工就業者の年齢階層

○他職種では40代後半に技能労働者数のピークがある一方、大工就業者は60代後半がピークとなってい
るため、ボリューム層が退職する時期を迎えている。

○大工においては、30歳以上のいずれの年齢階層においても５年前よりも就業者が減少。

建設技能労働者の職種別年齢階層
（人）

とび職

土木
従事者

型枠大工

大大工工

左官

配管従事者

大工（H27)

総務省「平成27年度国勢調査」、「令和２年度国勢調査」

５年後にスライド

※実線は令和２年度調査結果を元に作成

大工数のピークは60代後半
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若手大工就業者の人数及び割合（都道府県別）

○各都道府県において、10代、20代の若手大工就業者の人数及び割合は地域ごとにばらつきがあり、全
国で70人～1,320人（平均454人）となっている。

○10代では0人～200人（平均46人）、20代では60人～1,190人（平均409人）となっている。

（人）

総務省「令和２年度国勢調査」
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1位：警察官

2位：スポーツ選手

3位：消防・レスキュー隊

4位：運転士・運転手

5位：ユーチューバー

2023年

14位：大工・職人、20位：建築家

1位：スポーツ選手

2位：警察官

3位：運転士・運転手

4位：消防士

5位：職人

2010年 2005年

1位：スポーツ選手

2位：運転士・運転手

3位：警察官

4位：職人

5位：消防士

1位：会社員

2位：YouTuber/動画投稿者

3位：サッカー選手

4位：警察官

5位：ゲームクリエイター

1位：サッカー選手

2位：野球選手

3位：学者・博士

4位：警察官・刑事

5位：お医者さん

7位：大工さん、その他

1位：野球選手

2位：サッカー選手

3位：学者・博士

4位：食べ物屋さん

5位：お医者さん

9位：大工さん

2015年

1位：スポーツ選手

2位：警察官

3位：運転士・運転手

4位：アニメキャラクター

5位：消防士

6位：大工・職人

1位：サッカー選手

2位：野球選手

3位：警察官・刑事

4位：電車・バス・車運転士

6位：お医者さん※※大大工工はは３３年年連連続続圏圏外外

（参考）小学生が将来就きたい職業ランキング

○民間企業が独自に行う小学生が将来就きたい職業に関する調査において、大工・職人の順位が下落。
今後、大工技能者の魅力を伝える取組が求められる。

５位：大工さん

【新小学生１年生（男の子）を対象にした「将来就きたい職業」（毎年4月クラレ公表）】

【小学生１～６年生（男の子）を対象とした 「大人になったらなりたいもの調査」（毎年1月第一生命公表）】

５位：職人

４位：職人
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大学生が就職先企業を選ぶ際に重視する点
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14

15

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

給与・待遇が良い

将来性がある

福利厚生が充実している

社会貢献度が高い

職場の雰囲気が良い

休日・休暇が多い

希望の勤務地で働ける

仕事内容が魅力的

教育・研修制度が充実している

（順位）

（年卒）

株式会社ディスコ「キャリタス就活2018～2025 学生モニター調査結果」
※2018年卒～2019年卒：全30項目から5つまで選択したもののうち上位20項目から抜粋
※2020年卒～2025年卒：全30項目から5つまで選択したもののうち上位15項目から抜粋

○ 就活支援会社が大学生の就活生に対して行った調査によると、就職先企業を選ぶ際に重視する点として、「社会貢
献度が高い」「職場の雰囲気が良い」「希望の勤務地で働ける」「仕事内容が魅力的」「教育・研修制度が充実している」
が上位に入っている。

○ これらが叶う職場環境を整備し、アピールしていくことは、大工技能者等の担い手確保においても有用。
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地域に根差した住宅供給事業者の社会的役割

〇〇地地域域にに根根差差ししたた住住宅宅供供給給事事業業者者はは、、次次のの観観点点かからら、、わわがが国国のの住住ままいいをを支支ええるる上上でで重重要要ななププレレーーヤヤーーのの一一人人。。

・国民の７割超が木造を志向する中で、地域に根差した住宅供給事業者の太宗を占める中小工務店が、木造戸建住宅

の新築の半数を担うほか、リフォーム等においても中心的な存在。

・地域の気候、風土に適応した住まいの提供を担う(寒冷地における断熱性・気密性、温暖地における通気性など)。

・地域の木材や石材等の資材を活用するなど地域文化を踏まえた住まいの提供を担う。

・地域経済を支えるとともに、地域の雇用の中心的な存在。

・災害発生時における応急仮設住宅の建設等を担う。

木木造造住住宅宅
（（在在来来工工法法ののもものの））

４４７７．．６６％％

木木造造住住宅宅
（（在在来来工工法法以以外外ののもものの））

２２６６．．００％％

非木造住宅

２３．７％

わからない

２．７％

新たに住宅を建てたり、買ったりする場合、
どんな住宅を選びたいか？

内閣府「森林と生活に関する世論調査（令和元年）」

住宅建築等時の構造種別の希望 木造戸建住宅供給戸数の大工・工務店
年間受注戸数別シェア

平成２５年度の瑕疵担保履行法の届出、
住宅瑕疵担保責任保険の加入実績等から一部推計

リフォームの担い手

㈱富士経済「新・住宅ﾘﾌｫｰﾑ市場の全貌とﾋﾞｼﾞﾈｽ戦略分析2015」

地地場場工工務務店店系系
33,000

←

工
事
規
模

大

住宅設備機器・
建材ﾒｰｶｰ系

15,500

ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ系
1,280

ｴﾈﾙｷﾞｰ

供給事
業者系
2,650

ﾊｳｽﾒｰｶｰ系
6,300

専門工事業系
7,800

ｾﾞﾈｺﾝ
ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾊﾟｰ系

4,400

小売系
（家電量販店、

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ、百貨店等）
2,050

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
事業者

280

ﾘﾌｫｰﾑ
専業系
5,320
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グループの取組事例

【資材の供給】

・使用量の多い建材は、あらかじめ供給業者と協力して供給業者
リストを作成し、円滑な供給体制を構築

【施工方法】

・北海道が独自に創設した認定断熱・気密施工技能技術者が施
工すること

【維持管理方法】

・竣工後1年目・2年目・5年目に第三者機関による維持管理点検、
防腐防蟻処理を行った物件は5年目に再施工を実施し白蟻保
証を延長

【災害対応関係】

・地震等災害時に備え、グループで災害対策指針を作成し、応急
仮設木造住宅の建設や被災住宅応急修理などの復旧活動に
備え。

中小工務店 ：5者以上
その他事業者：各1者以上

関関連連事事業業者者のの
連連携携体体制制のの構構築築

建築士
事務所

建材流通
事業者

プレカット
事業者

中小
工務店

原木
供給者

製材
事業者

(参考)グループとは
・地域の木材関係事業者、建材流
通事業者、中小住宅生産者等
の連携により構築することと
している。

【未経験工務店等へのサポート】

・未経験工務店のための講習会を実施(左写真)。

・初物件の場合、着工前に技術者講師を派遣し、座学研修と建方時の現場研
修の2回の研修を実施(右写真)。

・主に未経験工務店を対象に会員設計事務所が申請サポート業務や省エネ基
準における外皮面積・性能計算等のサポートが出来る体制を整えている。

【その他】
・倒産の際は、敏速にグループ内で協議・選定し引き継ぐ施工事業者を消費者

に紹介する。

省エネ設計等のための講習会の様子 座学研修の様子

・経験工務店を班長とする班による未経験工務店へのバックアップ体制(省エネ
設計、認定申請等)の整備等を実施。

■取組の具体例
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木造住宅の担い手である大工技能者の減少・高齢化が進む中、木造住宅の生産体制の整備を図るため、住宅
現場における働き方改革への対応や大工技能者の実態調査を踏まえた担い手確保等に向けた方策について検
討するとともに、民間団体等が行う大工技能者等の確保・育成の取組を支援する。

大工技能者等の担い手確保等に向けた取組

民間団体等が実施する、大工技能者等の確保・育成の取組を支援。

【【補補助助対対象象】】
⑴育成

大工技能者等を対象とした木造住宅の新築・リフォーム等の技能習得に係る研修

⑵確保
将来世代の確保（処遇改善、ＤＸ推進による労働環境向上等）に向けた取組

大大
工工
技技
能能
者者
のの
減減
少少

高高
齢齢
化化
にに
歯歯
止止
めめ

育育成成

処
遇
改
善
等

魅
力
向
上

入
職
者
増
加

有識者、建築大工関係団体等により構成する「建築大工技能者等検討会」による検討。
委委 員員

芝浦工業大学建築学部建築学科 教授 蟹澤 宏剛 <座長>
(一社)日本木造住宅産業協会 
(一社)日本ツーバイフォー建築協会
(一社)ＪＢＮ・全国工務店協会 
(一社)全国住宅産業地域活性化協議会 
全国建設労働組合総連合 ＜事務局＞
(一社) プレハブ建築協会

(一社)日本ログハウス協会
(一社)愛知県建設団体連合会

オオブブザザーーババーー

(一社)住宅生産団体連合会
国土交通省 住宅局住宅生産課木造住宅振興室 

【【令令和和４４年年度度のの取取組組】】
・ ウェブサイト構築に向けた、コンセプトやコンテンツの検討

・ インボイス制度や働き方改革への対応、事業承継などについての実態調査

・ 教育機関、新人大工及び雇用工務店の就職に関する調査

・ インボイス制度周知のため、一人親方向け、元請向けのパンフレット作成

【【令令和和５５年年度度のの取取組組】】
・ 新規入職者を増やすため、業界外の求職者へのPR活動を実施することを目的

としたウェブサイトを構築する。具体的には、構成団体の若手によるWGを設置し、

大工の仕事の内容や魅力等が伝わるコンテンツの作成・公開を進める。

・ 教育機関、新人大工及び雇用工務店へのアンケート調査を、規模を拡大して実施。

・ 地域における若年技能者等のネットワーク作りとして、交流会を開催。

・ 工務店経営者に向け、事業承継について検討することを促すためのパンフレットを作成。

確確保保
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大工になろうＮＥＴ・大工を育てるＮＥＴ

○建築大工技能者検討会において、大工の確保・育成それぞれに関するウェブサイトを作成（令和６年2月２９日公開）。
○大工になろうNETでは、現役大工へのインタビュー記事や動画を公開し、学生やその親などをターゲットに大工の魅力を発信。
○大工を育てるNETでは、工務店等が大工を育成するのに役立つ情報を集約し、コンテンツを提供している。

大工になろうＮＥＴ
QRコード

大工を育てるＮＥＴ
QRコード

大工になった人のはなし（現役大工へのインタビュー記事・動画）

技能者向け講習会情報
大工の確保・育成に利用できる

補助金・助成金の案内
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無断複製を禁ず

令和5年度　国土交通省補助事業

住宅・建築物カーボンニュートラル総合推進事業
（大工技能者等の担い手確保・育成事業）

「令和5年度　住宅・建築物カーボンニュートラル総合推進事業
（大工技能者等の担い手確保・育成事業）　事業成果報告書」
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